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各 教 育 局 長

各 道 立 学 校 長

各市町村教育委員会教育長（札幌市を除く）

（ 各 市 町 村 立 学 校 長 ）

北海道教育庁学校教育局生徒指導・学校安全課長 伊 藤 伸 一

児童生徒の自殺予防について（通知）

このことについて、文部科学省初等中等教育局児童生徒課長から、別添写しのとおり通知

がありましたので、通知します。

18歳以下の自殺については、自殺対策白書の資料でも指摘されているとおり、学校の長期

休業明けにかけて増加する傾向があります。特に、警察庁・厚生労働省の自殺統計によると、

令和２年中における児童生徒の自殺者数（令和３年２月５日現在）は、前年と比較して４割

増加、そのうち女子中高生の自殺者数は前年と比較して約２倍となっています。

つきましては、「自殺対策強化月間（３月）」及び学年始めにおいて、各学校等では、児童

生徒の自殺予防に係る組織体制を整備し、別添写しに掲げられた取組の強化など、全教職員

の危機意識を高め、保護者、地域住民、関係機関等と連携の上、児童生徒の自殺予防に向け

た取組を実施するようお願いします。

また、道教委が作成した「児童生徒の自殺を予防するためのプログラム」「ＳＯＳの出し方

に関する教育を始めましょう！」を活用し、児童生徒の発達の段階に応じた組織的・体系的

な取組を進めるとともに、別添の教育長メッセージを参照するなど、不安や孤立感を抱えて

いる児童生徒一人一人に寄り添った心のケアに努めるようお願いします。

なお、本プログラム及び児童生徒の相談機関等については、道教委のＷｅｂページに掲載

していますので、御活用願います。

＜参照＞

○ 北海道教育委員会「児童生徒の自殺を予防するためのプログラム」

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/jisatuyoboukyouiku.htm

○ 北海道教育委員会「ＳＯＳの出し方に関する教育を始めましょう！」

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/shiryou.htm

○ 子ども相談支援センター

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/ijimedenwasoudan.htm
・電 話 相 談 ０１２０－３８８２－５６

・メール相談 doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp

○ ほっかいどうこどもライン相談（高校生対象）

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/snssoudan.htm

（生徒指導（問題行動等）係）
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児童生徒の自殺予防について（通知） 

 

 

 平素より，文部科学行政に対する御理解・御協力を賜り誠にありがとうござい

ます。 

 標記については，これまでも自殺対策基本法（平成１８年法律第８５号）等に

基づき，学校において，児童生徒の自殺予防の取組の充実に積極的に取り組んで

いただいているところです。 

 しかしながら，近年，自殺者全体の総数は減少傾向にあるものの，令和元年度

「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」によれば，

令和元年度の児童生徒の自殺者数は３１７人であり，自殺した児童生徒数は高

止まりしている状況にあるところです。また，人の目の届きにくいＳＮＳを利用

し，自殺願望を投稿するなどした高校生等の心の叫びに付け込んで，言葉巧みに

誘い出し殺害するという極めて卑劣な事件も発生しています。 

 自殺総合対策大綱（平成２９年７月２５日閣議決定）においては，「自殺対策

強化月間（３月）において，国，地方公共団体，関係団体，民間団体等が連携し



 
 

て啓発活動を推進して「いのち支える自殺対策」という理念を前面に打ち出して

啓発活動を推進する。あわせて，啓発活動によって援助を求めるに至った悩みを

抱えた人が必要な支援が受けられるよう，支援策を重点的に実施する。」と定め

られています。つきましては，貴職におかれましても，この月間の取組が所期の

目的に沿って実施されるよう，下記に掲げる取組を実施するなど，積極的な対応

をお願いします。 

 また，自殺対策白書の資料でも指摘されているとおり，１８歳以下の自殺は，

学校の長期休業明けにかけて増加する傾向があります。特に，警察庁・厚生労働

省の自殺統計によると，令和２年中における児童生徒の自殺者数は４７９人（暫

定値（令和３年２月５日時点））で，前年と比較して４割増加，そのうち，女子

中高生の自殺者数は２００人（暫定値（令和３年２月５日時点））で前年と比較

して約２倍となっています。 

 そのため，これらの時期にかけて，学校として，児童生徒の自殺予防について

組織体制を整え，取組を強化することは，児童生徒の尊い命を救うことにつなが

ります。特に本年度は，令和２年５月２７日付けで「新型コロナウイルス感染症

に対応した小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における教育活動の再

開後の児童生徒に対する生徒指導上の留意事項について（通知）」を各教育委員

会等に対して発出したところですが，学校として，保護者，地域住民，関係機関

等と連携の上，長期休業の開始前から長期休業明けにおける児童生徒の自殺予

防に向けた下記に掲げる取組を積極的に実施するようお願いします。 

 なお，昨今，新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための配慮が求めら

れていることに御留意いただき，感染防止対策を徹底した上で，必要な措置を行

っていただきますようお願いします。 

 これらのことについて，都道府県・指定都市教育委員会にあっては所管の学校

及び域内の市区町村教育委員会等に対して，都道府県にあっては所轄の学校法

人及び私立学校に対して，附属学校を置く国立大学法人及び附属学校を置く公

立大学法人にあっては附属学校に対して，構造改革特別区域法第１２条第１項

の認定を受けた地方公共団体にあっては認可した学校に対して，周知を図るよ

う，特段の御配慮をお願いします。 

 

記 

 

１８歳以下の自殺は，長期休業明けの時期に増加する傾向があることを踏ま

え，例えば，以下に掲げる取組を，学校が保護者，地域住民，関係機関等との

連携の上，自殺対策強化月間の３月から長期休業明けの４月にかけて実施する

ことが考えられる。 



 
 

（１）学校における早期発見に向けた取組 

   各学校において，長期休業の開始前からアンケート調査，教育相談等を実

施し，悩みを抱える児童生徒の早期発見に努めること。また，学級担任や養

護教諭等を中心としたきめ細やかな健康観察や健康相談の実施等により，

児童生徒の状況を的確に把握し，スクールカウンセラー等による支援を行

うなど，心の健康問題に適切に対応すること。 

学校が把握した悩みを抱える児童生徒や，いじめを受けた又は不登校とな

っている児童生徒等については，長期休業期間中においても，全校（学年）

登校日，部活動等の機会を捉え，又は保護者への連絡，家庭訪問等により，

継続的に様子を確認すること。特に，長期休業の終了前においては，当該児

童生徒の心身の状況の変化の有無について注意し，児童生徒に自殺を企図す

る兆候がみられた場合には，特定の教職員で抱え込まず，保護者，医療機関

等と連携しながら組織的に対応すること。 

加えて，自殺対策基本法第１７条第３項に定める「困難な事態，強い心理

的負担を受けた場合等における対処の仕方を身に付ける等のための教育」

（以下「ＳＯＳの出し方に関する教育」という。）を含めた自殺予防教育を

実施するなどにより，児童生徒自身が心の危機に気づき，身近な信頼できる

大人に相談できる力を培うとともに，児童生徒からの悩みや相談を広く受け

止めることができるようにすること。 

さらに，「２４時間子供ＳＯＳダイヤル」をはじめとする相談窓口の周知

を長期休業の開始前において積極的に行うこと。なお，ＧＩＧＡスクール構

想で整備する１人１台端末を活用し，児童生徒の心身の状況の把握や，スク

ールカウンセラー等によるオンラインカウンセリングの実施等を検討する

ことも考えられること。 

  （※）ＳＯＳの出し方に関する教育については，「児童生徒の自殺予防に向けた困難

な事態，強い心理的負担を受けた場合等における対処の仕方を身に付ける等のた

めの教育の推進について」（平成３０年１月２３日付け２９初児生第３８号，社

援総発０１２３第１号文部科学省初等中等教育局児童生徒課長・厚生労働省大臣

官房参事官（自殺対策担当）連名通知）を参照。 

      あわせて，自殺予防教育については，「子供に伝えたい自殺予防」（http://w

ww.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/063_5/gaiyou/1351873.htm）を参

照。 

 

（２）保護者に対する家庭における見守りの促進 

   保護者に対して，長期休業期間中の家庭における児童生徒の見守りを行

うよう促すこと。保護者が把握した児童生徒の悩みや変化については，積極



 
 

的に学校に相談するよう，学校の相談窓口を周知しておくこと。その際，「２

４時間子供ＳＯＳダイヤル」をはじめとする電話相談窓口も保護者に対し

て周知しておくこと。なお，これらの各家庭における保護者による見守りに

ついては，長期休業の開始前又は長期休業期間中における保護者会等の機

会や学校（学級）通信を通じて，保護者に促すことが考えられること。 

 

（３）学校内外における集中的な見守り活動 

   長期休業明けの前後において，学校として，保護者，地域住民の参画や，

関係機関等と連携の上，学校における児童生徒への見守り活動を強化する

こと。また，学校外における見守り活動については，教育委員会等の地方公

共団体において，学校，警察等関係機関，地域の連携を一層強化する体制を

構築し，取組を実施すること。特に，児童生徒が自殺を企図する可能性が高

い場所については，これらの時期に見守り活動を集中的に実施することが

有効であること。 

 

（４）ネットパトロールの強化 

   児童生徒によるインターネット上の自殺をほのめかす等の書き込みを発

見することは，自殺を企図している児童生徒を発見する端緒の一つである。

このため，都道府県教育委員会等が実施するネットパトロールについて，長

期休業明けの前後において，平常時よりも実施頻度を上げるなどしてネッ

トパトロールを集中的に実施すること。自殺をほのめかす等の書き込みを

発見した場合は，即時に警察に連絡・相談するなどして当該書き込みを行っ

た児童生徒を特定し，当該児童生徒の生命又は身体の安全を確保すること。

また，警察等関係機関においてネットパトロールが実施されている場合に

は，当該関係機関との積極的な連携に努めること。 

  

【添付資料】 

○別添１ 令和２年度「自殺対策強化月間」に向けた啓発活動等の推進について

（依頼）（令和３年１月５日参自発０１０５第１号厚生労働省大臣官

房参事官（自殺対策担当）通知） 

○別添２ 自殺対策強化月間ポスター 

○別添３ 児童生徒の月別自殺者数〔推移〕（厚生労働省・警察庁） 

○別添４ １８歳以下の日別自殺者数（平成２７年版自殺対策白書（抄）） 

〇別添５ 新型コロナウイルス感染症に対応した小学校，中学校，高等学校及び

特別支援学校等における教育活動の再開後の児童生徒に対する生徒

指導上の留意事項について（通知）（概要） 



 
 

○別添６ ２４時間子供ＳＯＳダイヤル（０１２０－０－７８３１０） 

○別添７ 児童生徒の主な相談窓口一覧 

 

【参考資料】 

○「教師が知っておきたい子どもの自殺予防」 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/046/gaiyou/1259186.

htm 

○「子どもの自殺が起きたときの緊急対応の手引き」 

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/af

ieldfile/2016/11/11/1304244_01.pdf 

○小学生用啓発教材「わたしの健康」、中学生用啓発教材「かけがえのない自分 

かけがえのない健康」、高校生用啓発教材「健康な生活を送るために」 

http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/1353636.htm 

 

 

 

【担当】 
 文部科学省初等中等教育局児童生徒課生徒指導室 
  生徒指導企画係 
   電 話 ０３（５２５３）４１１１（内線３２９８） 
       ０３（６７３４）３２９８（直通） 
   ＦＡＸ ０３（６７３４）３７３５ 
   E-mail  s-sidou@mext.go.jp 


